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瞬

．
あ
る

衝
づ
イ
・
ゆ
を
め
ざ
し
て

　、

転．箏
、
べ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
前
回
に
引
き
続
き
第
九

回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
、
浩
宮
殿

下
を
お
迎
え
し
て
本
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
派
遣
隊
四
百

貞

市長

川井

総
雨
量
二
百
九
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

と
い
う
未
曾
有
の
豪
雨
と
な
り
、
道

路
等
公
共
施
設
の
被
害
、
田
畑
の
冠

水
、
建
物
の
床
上
床
下
浸
水
な
ど
多

大
の
損
害
を
も
た
ら
し
、
自
然
の
力

の
大
き
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
と

四
十
八
名
を
含
む
参
加
者
三
万
余
名
、
同
時
に
、
治
山
、
治
水
な
ど
環
境
形

見
学
者
四
万
三
千
名
に
上
る
本
大
会

を
市
民
一
体
と
な
っ
て
側
面
か
ら
支

援
し
、
大
祭
典
を
成
功
さ
せ
、
開
催

地
白
石
市
の
名
を
全
国
に
広
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
二
十
二
日
に
組
閣
さ

れ
ま
し
た
第
三
次
中
曽
根
内
閣
に
、

本
市
出
身
宮
城
県
選
出
の
参
議
院
議

員
遠
藤
要
先
生
が
、
法
務
大
臣
と
し

て
入
閣
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
年
で
も

あ
り
ま
し
た
．
）

　
反
面
、
八
月
五
日
の
台
風
十
号
は
、

成
等
総
合
保
全
対
策
の
必
要
を
教
え

ら
れ
た
年
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
ご
支

援
を
賜
り
、
所
期
の
目
的
に
向
っ
て

普
実
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
本
年
は
、
更
に
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
た
め
に
、
一
層
心
を
強

く
堅
持
し
、
市
勢
の
伸
展
に
向
っ
て

遭
進
い
た
し
た
い
と
、
覚
悟
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
．
．
　
　
、

　
第
三
次

　
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定

　
国
は
、
昭
和
七
十
五
年
度
を
目
標

年
次
と
す
る
第
四
次
全
国
総
含
開
発

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
宮
城
県
は
、

第
三
次
宮
城
県
長
期
総
合
計
画
を
策

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
三

年
に
昭
和
六
十
五
年
度
を
目
標
年
次

と
す
る
新
総
合
計
画
を
策
定
し
、
こ

れ
を
市
政
運
営
の
総
合
指
針
と
し
て
、

各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
計

画
策
定
時
に
は
予
想
し
得
な
か
っ
た
、

ま
た
、
予
想
を
超
え
る
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
、
計
画
を
取
り
巻
く
情
況

が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

本
年
は
、
国
並
び
に
県
な
ど
の
上
位

計
画
と
の
整
含
性
を
図
り
、
市
民
の

英
知
を
結
集
し
て
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
市
政
運
営
の
指
針
と
す
る
第

三
次
白
石
市
総
含
計
画
の
策
定
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

η
コ
ロ
［
、
　
皿
　
鵯
二
葬
野
ヨ
コ

日
孝
一
ノ
　
『
，
＝
｝
’
工
巨
F
ヂ

白
石
市
立
東
中
学
校
開
校

　
人
間
形
成
の
基
礎
づ
く
り
で
あ
る

義
務
教
育
の
面
か
ら
、
校
舎
、
施
設

な
ど
教
育
施
設
の
整
備
充
実
は
、
本

市
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
着
工
い
た
し
ま
し
た
東
中
学
校

校
舎
建
設
は
、
本
年
八
月
完
成
を
目

指
し
て
施
行
中
で
あ
り
、
続
い
て
屋

体
の
建
設
、
環
境
の
整
備
を
進
め
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
開
校
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
わ
り
ま
す
．
、
．

　
ま
た
、
白
石
中
学
校
の
改
築
に
つ

き
ま
し
て
も
、
昭
和
六
十
三
年
度
着

工
の
予
定
で
、
本
年
中
に
そ
の
設
計

を
完
成
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
さ
　
く
ら
い

深
谷
佐
久
来
地
区
に

農
工
団
地
造
成
・
企
業
誘
致

　
地
域
の
安
定
と
発
展
は
、
住
民
生

活
の
安
定
と
伸
長
が
基
本
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
工
業
の
寄
与
す
る
と
こ

ろ
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
企
業
誘
致
は
、

縦
貫
自
動
車
道
臼
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
は

大
き
く
進
展
し
ま
し
た
が
、
高
速
交

通
体
系
の
効
果
及
び
メ
リ
ソ
ト
を
拡

大
し
て
い
く
に
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
拡
充
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ

り
ま
す
。

　
幸
い
に
、
森
合
雁
狩
橋
線
の
東
北

本
線
を
東
西
に
ま
た
ぐ
旧
国
道
四
号

ま
で
の
区
間
は
、
建
設
省
は
じ
め
県

の
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
事
業
年

度
を
繰
り
上
げ
で
、
い
た
だ
き
、
昨
年

七
月
二
十
四
日
に
開
通
い
た
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
　
一
日
一
万
三
千
台
の
車
繭
一

が
通
行
し
、
本
市
の
活
性
化
と
交
通

本
市
政
策
の
大
き
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
緩
和
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
て
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
、
東
　
未
整
備
の
旧
国
道
四
号
か
ら
国
道
四

北
縦
貫
自
動
車
道
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
　
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
約
八
百
メ
ー
ト

ェ
ン
ジ
脇
の
、
深
谷
佐
久
来
地
内
約
　
ル
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
県
施
行
で

八
万
七
干
平
方
ズ
ー
ト
ル
の
地
区
を
、
早
期
に
着
工
さ
れ
る
よ
う
、
市
議
会

東
北
通
産
局
・
農
政
局
並
び
に
宮
城

県
と
協
議
の
上
、
「
深
谷
農
村
地
域
工

業
導
入
促
進
地
区
」
に
指
定
を
受
け

て
、
整
備
を
進
め
、
農
工
団
地
と
し

て
企
業
の
誘
致
に
努
め
、
市
民
の
働

く
場
の
確
保
と
、
農
業
と
工
業
の
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。森

合
雁
狩
橋
線
の

　
　
　
　
　
整
備
促
進

東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
・
東
北

特
別
委
員
会
の
皆
様
と
共
に
県
に
陳

情
申
し
上
げ
ま
し
た
結
果
、
昭
和
六

十
二
年
度
よ
り
、
用
地
の
調
査
、
実
施

計
画
等
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
る
も

の
と
推
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
更
に
早
期
着
工
さ
れ
る
よ
う

要
望
申
し
上
げ
、
新
幹
線
白
石
蔵
王

駅
と
国
道
並
び
に
東
北
縦
貫
自
動
車

道
の
有
機
的
な
結
合
が
図
れ
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。
．
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新春を迎えて

四
〇
〇
．
ぐ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク

　
　
陸
上
競
接
場
オ
ー
ブ
ン

　
白
石
川
緑
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
も
引
き
続
き
陸
上
競
技
場

の
完
成
に
向
け
て
施
行
し
て
参
り
ま

す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
事
業
費
九

千
万
円
で
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
、

既
に
三
千
万
円
の
工
事
費
が
内
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
四
月
早
々

着
工
の
予
定
で
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
内

の
芝
張
り
、
コ
ー
ス
の
ク
レ
ー
舗
装

等
を
施
行
い
た
し
ま
す
、
．

　
さ
ら
に
、
県
並
び
に
建
設
省
ご
当

局
に
対
し
事
業
費
の
増
額
を
要
請
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錘
、君

今
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
、
最
大

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　T
＿！

㎝サ
月1

開ヒ
　ワ
　畢
　薯

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
要
援
護

老
人
に
対
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
が
重
要
な
社
会
要
請
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
福
祉
対
策
と

し
て
、
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
八
宮
荘
に
併
設
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
、
本
年
二
月
事
業
開

始
を
目
標
に
建
設
中
で
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
か
ら
だ
の
弱

い
お
年
寄
り
を
対
象
に
「
デ
イ
・
サ

ー
ビ
ス
」
い
わ
ゆ
る
日
帰
り
で
、
入

浴
や
昼
食
、
生
活
指
導
、
日
常
動
作

響
…
蕊

▲白石川緑地公園

訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
お

年
寄
り
が
意
欲
を
お
こ
し
、
生
活
に

う
る
お
．
い
を
も
つ
と
同
時
に
、
ご
家

族
の
ご
苦
労
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

蔵
王
リ
ノ
ー
ト
地
区

　
　
基
牢
計
画
策
定

　
わ
が
国
に
も
長
寿
社
会
が
到
釆
し
、

心
身
の
健
康
の
維
持
増
進
、
自
然
環

境
と
入
々
の
交
流
な
ど
の
機
能
を
も

つ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
時
代
の
最
た

る
要
請
で
す
。

　
豊
富
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
南
蔵
王
山
麓
一
帯
に
関
係
す

る
白
石
市
・
蔵
王
町
・
川
崎
町
・
七

ヶ
宿
町
の
一
市
三
町
が
、
県
と
一
体

と
な
っ
て
、
「
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
基
本
計

画
」
を
本
年
三
月
ま
で
に
策
定
す
る

予
定
で
す
。

　
こ
れ
は
広
域
観
光
の
立
場
か
ら
、

宮
城
蔵
王
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
は
か
り
、
総
合
的
地
域
イ
ベ
ン
ト

及
び
イ
メ
ー
ジ
拠
点
と
な
る
施
設
づ

く
り
を
進
め
、
滞
在
型
の
本
格
的
ス

ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー
ト
地
区
と
す
る
た
め

の
基
本
計
画
で
す
。

　
爾
後
は
、
こ
の
「
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト

基
本
計
画
」
に
よ
り
関
係
市
町
一
体

と
な
り
、
宮
城
蔵
王
の
観
光
の
た
め
、

活
性
化
対
策
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

二
十
皿
世
紀
を
め
・
さ
紅
7
．

ラ
リ
ー
ノ
・
ト
ビ
｝
ゐ
鑑
進

　
経
済
社
会
の
情
報
化
は
、
急
速
に

進
展
し
、
二
十
↓
世
紀
を
展
望
し
て

み
ま
す
と
、
農
業
も
、
た
だ
作
っ
て

売
る
だ
け
で
は
、
時
代
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
憂
い
が
あ
り
、
農
村
に

お
い
て
も
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の

活
用
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
、
流

通
の
合
理
化
等
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
農
水
省
の
「
農
山
漁
村
地

域
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
化
構
想
」

（
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
）
が
、
仙
南

二
市
七
町
を
対
象
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
情
報
や
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
新
技
術
の
普
及
、

市
場
と
生
産
者
を
結
ぶ
有
利
な
販
売

戦
略
の
展
開
、
気
象
及
び
経
営
支
援

の
た
め
の
農
業
情
報
を
処
理
提
供
す

る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
地
域
ビ
デ

オ
テ
ッ
ク
ス
に
よ
る
観
光
・
商
業
・

地
域
情
報
・
更
に
は
テ
ク
ノ
マ
ー
ト

を
も
提
供
で
き
る
よ
う
、
計
画
を
推

進
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

高
田
川
の
全
面
許
、
惨

　
　
　
　
へ
県
轡
霊
撃
業
V

　
八
月
五
日
の
豪
雨
で
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
高
田
川
に
つ
い
て
地
域

住
民
の
災
害
へ
の
不
安
を
解
消
す
る

に
は
全
面
改
修
以
外
に
は
な
い
も
の

と
判
断
し
、
県
営
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
議
会
内
に
設
置
さ
れ
た
斎

川
等
河
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会
と

一
体
と
な
り
、
国
、
県
に
強
く
陳
情

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
臼
石
川

合
流
点
か
ら
菊
面
石
二
号
橋
ま
で
の

五
・
五
キ
ロ
メ
i
ト
ル
に
つ
い
て
、

災
害
復
旧
関
連
助
成
事
業
と
し
て
採

択
が
ほ
ぼ
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
を
初
年
度
と
し
、
三
年
度

以
内
に
全
面
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
改
修
事

業
促
進
に
向
け
て
更
に
要
請
を
す
る

と
同
時
に
、
斎
川
等
の
一
級
河
川
に

つ
い
て
も
陳
情
を
重
ね
、
早
期
改
修

に
向
け
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
、
市
民
の
皆
様
の

英
知
を
結
集
し
た
ま
ち
づ
く
り
こ
そ

が
、
活
性
化
さ
れ
た
明
日
の
ふ
る
さ

と
を
つ
く
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
．
各
種
の
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、

財
政
的
に
非
常
に
き
び
し
い
も
の
か

あ
り
ま
す
が
、
万
難
を
排
し
て
活
気

あ
る
街
づ
く
り
に
湛
進
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

3



新春を迎えて

活
ヵ
あ
る
地
域
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て

」㌧　　－

庫’
｝

糎P繋’
，．必観

↑
　
『

劉
．芦嬬該

轟鷺

k
3

．鹸

饗

市議会議長

小室欣

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
電
信
電
話
公
社

の
民
営
化
な
ど
行
財
政
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
地
方
自
治
体
に
も
行
政

改
革
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
行

政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
ぼ

う
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
昨
年
と
同
様
に
厳
し
い
年

と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
税
収

の
伸
び
悩
み
に
よ
る
地
方
交
付
税
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
滅
税
に
伴

う
財
源
確
保
の
た
め
の
消
費
税
の
導

入
、
マ
ル
優
制
度
の
廃
止
、
日
本
国
有

鉄
道
の
民
営
化
な
ど
行
財
政
の
立
て

直
し
の
た
め
の
施
策
に
よ
り
、
地
方

行
財
政
に
も
大
き
な
負
担
を
し
い
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
行
政
改
革
を
さ
ら
に
強
力
に
お
し

進
め
よ
う
と
す
る
第
三
次
中
曽
根
内

閣
の
行
政
姿
勢
を
考
え
る
と
き
、
近

い
う
ち
に
地
方
行
政
の
正
念
場
が
あ

る
も
の
と
推
察
き
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
行
財
政
を
取

り
巻
く
厳
し
い
現
状
を
か
ん
が
み
る

に
つ
け
、
自
か
ら
の
創
意
工
夫
に
よ

る
経
費
の
節
減
、
合
理
化
と
行
財
政
運

営
の
適
正
化
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
修
工
事
、

地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
と
、
個
性

豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
は
か
る

た
め
、
な
お
一
層
の
努
力
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
す
る
課
題
が
山
積
す
る
年
で
あ
ろ

　
「
物
」
か
ら
「
心
」
へ
と
価
値
感
の
　
う
と
思
い
ま
す
。

　鵡けぎして
一』お赫てとうこざいま薗…

変
化
、
多
様
化
に
伴
う
各
種
施
策
の

対
応
、
な
か
で
も
高
齢
化
社
会
へ
の

対
策
は
緊
急
を
要
し
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
七
月
、
一
部
開
通
し
た

森
合
雁
狩
橋
線
の
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

拡
張
を
は
じ
め
、
市
内
の
交
通
網
の

整
備
、
教
育
関
係
に
あ
っ
て
は
、
白

石
市
立
東
中
学
校
の
建
築
、
白
石
中

学
校
、
大
平
小
学
校
な
ど
の
老
朽
校

舎
の
改
築
、
さ
ら
に
、
昨
年
八
月
五

日
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
災
害
の

復
旧
と
斎
川
、
高
田
川
、
大
太
郎
川
、

平
家
川
な
ど
中
小
河
川
の
新
た
な
改

　
　
　
　
就
業
の
場
を
確
保
す
る
た

め
の
農
工
団
地
と
し
て
福
岡
深
谷
佐

久
来
地
区
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造

成
工
事
と
企
業
の
誘
致
な
ど
緊
急
を

欣　一

三代治

康　弘

仲　弐

　　芳

喜多雄

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
し
て

い
く
に
は
、
巨
額
の
財
源
と
多
く

の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
地
域

住
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
解
決

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ

ま
す
Q

　
私
た
ち
議
決
機
関
で
あ
る
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

認
識
に
立
っ
て
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
添
う
よ
う
決
意
を
新
た
に

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
、
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
相
変
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
六
十
二
年
　
　
元
旦

一
作
蔵
一
人
郎
吾
雄
雄
郎
市
孝
助
男
信
吉
一
策

　
　
　
　
　
　
　
治
　
　
　
　
四

彦
清
八
元
正
慶
良
文
倉
徳
昭
義
慶
喜
重
宗
彦
惣

室
見
木
藤
竹
橋
藤
木
橋
目
室
藤
槻
沢
子
藤
本
野
泉
橋
又
西
谷
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

小
吉
鈴
佐
佐
高
佐
鈴
高
矢
小
遠
大
半
高
遠
橋
制
和
高
鹿
上
山
斎
小

　
長

長
議
員

主
我
　
り
　
義

一
一
一
百
　
冒
田
　
…
口

会
会
会

議
議
議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

市
市
市

石
石
石

白
白
白
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憧
日
愚
暴
臼
蟹

新
町
名
園
決
ま
る

　
市
で
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
今
回
は
漁
端
曝
・
尤
手
瞭
・
益
瞭
町
・
麗
幡
町
の
四

町
名
が
住
居
表
示
懇
談
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
七
月
一
日
か
ら
住
居
表
示

整
備
実
施
予
定
地
区
の
町
名
が
、
関

係
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に

学
識
経
験
者
等
で
構
成
し
て
い
る
市

の
住
居
表
示
懇
談
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
今
後
、
議
会
の
議
決
を
経
て

こ
れ
を
正
式
な
町
名
と
し
て
定
め
ま

す
。

　
さ
ら
に
実
施
に
向
け
て
街
区
符
号
、

住
居
番
号
を
定
め
る
な
ど
の
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

新

町
名
表

20

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

新
町
名

沢
端
町

大
手
町

益
岡
町

八
幡
町

含
ま
れ
る
字
名

本
鍛
冶
小
路
・
外
北
小
路
・

番
丁
・
東
小
路
・
沢
端
・
調

練
場
・
馬
場

東
小
路
・
桜
小
路
・

益
岡

兀
山
・
兀
山
（
森
合
）
・
森
合

沖
・
屋
敷
前
（
蔵
本
）
・
西
町

（
蔵
本
）

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
課

　
智
因
二
｝
一
内
線
二
三
ニ
ヘ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
人
生
8
0
年
時
代
が
到
来
し
、
い
ま

私
た
ち
は
世
界
で
一
番
長
生
き
で
き

る
国
に
住
ん
で
い
ま
す
。
長
い
一
生

の
間
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
待
っ
て

い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
老
後
の
生

活
の
不
安
や
、
病
気
・
事
故
に
よ
る

障
害
や
死
亡
な
ど
…
。
も
し
も
の
と

き
の
備
え
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
の
が
国
民
年
金
で
す
。

加
入
す
る
人
は

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
越

は
七
千
四
百
円
で
す
。
付
加
保
険
料

（
月
額
四
百
円
）
を
納
め
る
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
合
わ
せ
て
付

加
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

給
付
は

　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
3
種
類
の

基
礎
年
金
と
、
第
1
号
被
保
険
者
独

自
の
給
付
と
し
て
付
加
年
金
・
寡
婦

年
金
・
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

住居表示整備事業町割り図

詞
薯

　
ま
た
、
次
の
人
は
希
望
す
れ
ば
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ

、
　
r

保
険
料
は

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
と
国
の
負

担
（
年
金
額
の
κ
）
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
6
2
年
3
月
ま
で
は
月

額
七
千
百
円
、
昭
和
6
3
年
3
月
ま
で

物
価
に
強
い
国
民
年
金

　
物
価
の
上
昇
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

に
応
じ
て
年
金
の
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
仕
組
み
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
、

将
来
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
所
得
保
障
の
中
心
と
な

る
も
の
で
す
。

　
加
入
の
手
続
き
、
保
険
料
の
納
付

な
ど
、
あ
な
た
の
年
金
は
あ
な
た
自

身で

守
り
ま
し
ょ
う
。

5
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よ
み
が
え
る
自
然
に
下
水
道
も
［
役

－
行

『
－
響

、
び

　
わ
た
し
た
ち
の
街
は
、
国
定
公
園

蔵
王
連
峰
を
仰
ぎ
、
臼
石
川
の
清
流

と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
歴
史
の
古
い
農

林
業
を
主
体
と
し
た
商
工
業
・
観
光

都
市
で
す
．

　
都
市
が
正
常
に
機
能
す
る
た
め
に

は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
動
脈
と
静
脈

が
必
要
で
す
。
水
道
を
動
脈
と
す
れ

ば
下
水
道
は
静
脈
に
あ
た
り
ま
す
。

　
市
街
地
が
農
地
に
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
か
ん
が
い
用
水
路
に
家
庭
汚

水
や
、
官
庁
・
事
業
所
な
ど
の
浄
化

槽
の
排
水
が
流
入
す
る
の
で
、
下
流

区
域
の
水
田
や
河
川
な
ど
は
汚
れ
る

　
　
』
、
」
　
　
　
ρ

　
　
△
「
マ
白
呂
藩

　
　
ー
　
　
　
一
ー
　
一
｝
P
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

『
、
顛
ー
1
．
皿

　
　
皿
　
　

！
ー
駈
陀
」
－

　
、
　
　
台

に
排
出
さ
れ
る
汚
水
に
よ
っ
て
本
来

の
川
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

そ
こ
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
生

じ
る
家
庭
の
汚
水
や
、
営
業
排
水
、

事
業
場
排
水
な
ど
を
下
水
道
管
で
集

め
、
化
学
的
に
処
理
し
、
き
れ
い
な

水
に
し
て
川
や
海
に
放
流
す
る
施
設

や
雨
水
を
す
み
や
か
に
河
川
に
み
ち

び
く
施
設
が
下
水
道
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
市
の
下
水
道
整
備

計
画
は
延
長
二
五
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
誓
藁

　
　
　
　
　
　
ピ
豊
一

　
　
　
　
　
　
　
5
｝
「
ピ

　
　
　
　
　
　
σ
⊥
「
㌧
、
　
皿

面
積
一
、
二
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
第
一

次
事
業
認
可
地
域
の
面
積
四
〇
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
昭
和
五
十
年
度
か
ら
着

工
し
、
昭
和
六
十
一
年
度
末
現
在
ま

で
に
幹
線
、
枝
線
埋
設
施
工
延
長
約

十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
的
整
備
面

積
九
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
認
可
計
画

面
積
の
約
二
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
整

備
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
整
備
し
た
下
水
道
管
は
、
宮

城
県
の
整
備
し
で
、
い
る
阿
武
隈
川
下

流
流
域
下
水
道
の
臼
石
川
幹
線
、
現

在
施
工
中
の
白
石
川
、
児
捨
川
、
臼

石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
附
近
横
断
の

幹
線
に
接
続
さ
れ
ま
す
。

　
流
域
下
水
道
の
幹
線
は
岩
沼
市
藤

曽
根
地
区
の
県
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

集
め
ら
れ
、
処
理
し
、
き
れ
い
な
水

に
し
て
か
ら
太
平
洋
に
放
流
さ
れ
ま

す
。

6

一
方
で
す
．
、
．
流
れ
の
悪
い
側
溝
で
は

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
な
ど
大
き
な

公
害
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
街
の
中
心
を
流
れ
る
沢
端
川
や

市
内
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
堀
は

生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
小
魚

が
群
れ
泳
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
は
住
宅
や
事
業
所
か
ら
無
秩
序

目で見る下水道のしくみ

　　　　一一・一 占＿lr＿＿』
でミご一

三一モー一1三二＝………51藍…117
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受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

『
み
ん
な
の
力
で

　
　
　
み
ん
な
の
下
水
道
を
』

　
下
水
道
の
排
水
区
域
内
に
あ
る
土

地
の
所
有
者
（
受
益
者
）
な
ど
か
ら

都
市
計
画
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に

ょ
っ
て
、
『
下
水
道
の
完
備
に
よ
り
、

あ
る
限
ら
れ
た
範
囲
内
の
特
定
者
の

み
が
い
ち
じ
る
し
い
利
益
を
受
け
る

場
含
に
は
、
そ
の
建
設
費
の
一
部
を

利
益
を
受
け
る
限
度
内
で
、
そ
れ
ら

の
関
係
受
益
者
の
方
々
に
負
担
し
て

い
た
だ
こ
う
』
し
」
い
う
制
度
で
す
二

（
簡
単
に
い
え
ば
、
「
公
平
の
原
則
」

と
「
財
源
の
確
保
」
と
い
う
こ
と
で

す
。な

ぜ
負
担
金
を

徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

画
、
教
育
、
農
林
業
等
ど
れ
ひ
と
つ

と
し
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
お
ろ
ぞ
、
か
に
で
き
な
い
も
の
ば

か
り
で
す
．
、

　
現
在
の
市
の
財
政
事
情
に
お
い
て

は
、
毎
年
巨
額
の
｝
般
市
費
を
下
水

　
下
水
道
の
整
備
は
市
民
の
皆
さ
ん

誰
し
も
の
願
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、
．

　
そ
れ
に
は
下
水
道
管
の
埋
設
な
ど

に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
．
、

　
し
か
し
、
市
で
は
下
水
道
事
業
だ

け
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

衛
生
、
社
会
福
祉
、
土
木
、
都
市
計

道路舗装の場合

囮
夢

ヒ
㌦
，
留

繍㌔圃

道
事
業
だ
け
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
は

困
難
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
下
水
道
事
業
だ
け

受
益
者
負
担
金
を
徴
す
る
の
か

国費十起債十市費

　
次
の
図
の
よ
う
に
道
路
の
舗
装
の

場
合
は
、
利
用
者
は
不
特
定
多
数
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
市
民
の
皆

團

　　　L
下水道建設の場合

国費十起債十市費十受益者負担金

る
税
を
ふ
り
む
け
て
も
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
下
水
道
の
場
合
は
、

利
用
で
き
る
市
民
は
下
水
道
管
を

埋
設
し
た
地
域
の
住
民
だ
け
で
す
。

あ
る
事
業
費
の
一
部
と
し
て
市
民

全
体
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
を
特

定
の
限
ら
れ
た
地
域
だ
け
に
投
入
す

る
こ
と
は
市
政
の
中
で
非
常
に
不
均

衡
が
生
じ
る
ば
か
り
で
な
く
、
税
の

負
担
公
平
の
原
則
か
ら
も
妥
当
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
受
益
者
の
皆
さ
ん

に
こ
の
事
業
に
よ
る
受
益
の
範
囲
内

で
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
の
が
負
担
金
徴
収
の

負
担
金
の
対
象

　
　
と
な
る
土
地
と
は

　
下
水
道
の
整
備
さ
れ
る
す
べ
て
の

土
地
で
す
が
、
負
担
金
を
賦
課
す
る

地
域
，
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
昭

和
六
十
一
年
三
月
ま
で
に
公
共
枡
を

設
置
し
た
個
所
、
さ
ら
に
毎
年
四
月

に
そ
の
年
度
の
賦
課
対
象
地
域
を
決

定
し
、
公
告
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
農
地
な
ど
の
場
合
は
、
宅
地

化
さ
れ
る
ま
で
申
請
に
よ
っ
て
徴
収

猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

負
担
金
の
額
と
納
入
方
法
は

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
「
～
一

↑
な
』
ー

　
　
　
　
　
ヨ

』
一
「
毒
こ

　
　
　
ζ
　
、
乙
－
響

聾
》

幽
、

単位負担金　　　　土地の面積　　　　負担金

300円／㎡×264．46㎡≒79，330円

　
一
平
方
メ
i
ト
ル
あ
た
り
三
百
円

（
一
坪
あ
た
り
約
千
円
）
を
五
年
分

割
に
し
、
一
年
を
四
期
に
分
け
た
通

算
二
十
期
納
付
と
な
り
ま
す
。

　　　　m［、『r「　 『一1一㍗ ＝、一「で　一二＿． ＿二＿ ＿＿＿』二＿．＿L雪、＿＿＿す

墨「一一 r　轡rき一 一一1 一

　　　」り1上　τ一　　・　　　　ザ　11 11，｝

　　受益者負担金算出例
たとえば、宅地80坪（約264．46㎡）の土地を所有する受益者

の納付額は次のとおりです。

負
担
金
制
度
の
説
明
会
は

納入方法
負担金　　　，は20期に分割すると次のとおりです。

　
昭
和
五
十
四
年
度
に
各
家
庭
の
敷

地
内
に
公
共
枡
を
設
置
し
た
地
区
か

ら
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

　
日
程
等
に
つ
い
で
、
は
昭
和
六
十
二

年
二
月
号
の
広
報
「
し
ろ
い
し
」
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

額年第4期第3期第2期第1期

16，930円3，900円3，900円3，900円5，230円

＼
＼
、
納
期

年度＼、

初年度

15，600円3，900円3，900円3，900円3，900円次年度

15，600円3，900円3，90（1円3，900円3，900円3年度
15，600円3，900円3，900円3，900円3，900円4年度
15，600円3，900円3，900円3，900円3，900円5年度
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ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

⑱

㊦
自
石
7
ー
ド
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
銚
子
ケ
森
2
6
番
地
の
ー

　
「
白
石
フ
ー
ド
」
よ
り
「
ニ
チ
レ
イ
」

の
方
が
な
じ
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
以
前
は
桃
な
ど
の
缶
詰
を

専
門
に
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
食

生
活
や
嗜
好
の
変
化
に
伴
い
、
缶
詰

の
需
要
が
減
少
し
た
た
め
、
昭
和
4
1

年
1
1
月
社
名
を
白
石
フ
ー
ド
㈱
に
改

め
、
冷
凍
食
品
も
製
造
し
、
昭
和
4
5

年
か
ら
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
熱
を
加
え
る
だ
け
の
ギ

ョ
ー
ザ
、
ハ
ル
マ
キ
、
グ
ラ
タ
ン
な

ど
を
生
産
し
、
主
に
関
東
市
場
に
お

い
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
工
食
品
の
製
造
の
た
め
特
に
衛

生
面
に
は
細
心
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
、

　
　
　
　
r
哩
～
，

　
　
　
　
　
朔
　
　
」

－
融

富
騨

沸
曹
窺
・

、
輔
㌻
．

》戯
細
菌
の
培
養
試
験
な
ど
、
製
品
管
理

を
厳
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
　
「
製
品

の
約
半
数
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
、
残

る
半
分
は
外
食
産
業
に
納
入
さ
れ
て

市

い
ま
す
。
製
品
は
冷
凍
食
品
な
の
で
、
．
事
業
の
採
択
を
い
た
だ
く
べ
く
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
召
し
あ
が
っ
て
｝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
建
設
、
大
蔵
両

く
だ
さ
い
。
冷
凍
食
品
は
添
加
物
を
｝
省
に
議
会
と
↓
体
と
な
っ
て
陳
情
し

一
切
使
わ
な
く
て
済
む
健
康
食
品
で
、
｛
て
き
た
が
、
ほ
ぼ
採
択
の
方
向
で
あ

わ
が
社
で
は
食
べ
る
人
の
安
全
を
常
㎝
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
河
原
土
木
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

に
意
識
し
て
い
ま
す
」
「
こ
の
工
場
で
一
務
所
が
主
催
で
説
明
会
を
開
い
た
。

は
省
エ
ネ
の
た
め
、
高
圧
釜
で
使
用
・
　
何
よ
り
も
地
権
者
の
ご
協
力
が
必

し
た
高
温
の
水
蒸
気
を
再
利
用
し
て
』
要
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
同
意
を
い

い
ま
す
」
と
畠
山
社
長
さ
ん
。
嗜
好

た
だ
い
た
。
今
後
の
個
別
交
渉
も
ス

が
年
代
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
年
一
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
を
祈
る
。

々
変
化
し
て
い
く
の
で
、
常
に
新
製

　
　
12
月

品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
2
日
㈹
　
予
算
編
成
を
前
に

グ
ラ
タ
ン
だ
け
を
例
に
と
っ
て
も
1
5
．
　
　
　
大
会
・
陳
情
相
次
ぐ

種
類
も
あ
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
一
　
最
近
を
み
て
も

　
従
業
員
は
男
子
4
0
名
、
女
子
m
名
．
　
　
妊

『
2
7
日
㈹
　
高
田
川
改
修
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
説
明
会

　
8
・
5
豪
雨
で
高
田
川
は
最
大
の

『
被
害
を
う
け
た
。
地
域
住
民
の
安
全

．
を
守
る
た
め
に
単
な
る
災
害
復
旧
で

｝
な
く
、
全
面
改
修
の
た
め
災
害
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県

～

で
春
の
親
睦
旅
行
や
秋
の
f
モ
煮
会
、

鷺
鋸
擁
会
な
ど
で
親
鍵

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
か
ら
年
末
ま
一

で
が
忙
し
い
と
い
う
白
石
フ
ー
ド
。

「
フ
レ
ン
ン
ユ
」
と
「
プ
ロ
の
味
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
み
ん
な
に
士
暑
ん
で
食

べ
て
も
ら
え
る
製
品
開
発
に
奮
闘
し
｝

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
、

㎡
毒

　
募

　
　
　
　
匙

…
愚
嬬

Xマス

　
　
　
　
者
は
、

避
・
崩

　
　
の

　
碧
　
障

　
　
評
　
身
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
減
反
目
標

騒

轡
魏
舞
穀
喋
一
鋸
湛

　
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
に
む
け
て
の
農
業
の
確
立
と
い
う
大

　
　
　
　
　
問
題
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

％
公
立
学
校
施
設
整
備

　
　
　
　
促
進
大
会
及
び
陳
情

嘱
河
川
総
合
開
発
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
陳
情

隔
奥
地
産
業
開
発
道
路
整
備
促
進
大
会

　
　
　
　
　
七
ヶ
宿
ダ
ム
建
設
陳
情

％
都
市
基
盤
整
備
促
進
大
会
及
び
陳
情

　
広
域
農
業
開
発
基
本
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
採
択
、
陳
情

男
治
水
事
業
促
進
大
会
、
全
国
都
市

　
公
園
整
備
促
進
大
会
及
び
陳
情
と

　
上
京
す
る
。

　
ど
れ
を
み
て
も
本
市
に
直
接
関
係

す
る
事
業
の
促
進
陳
情
で
あ
る
。
財

政
窮
迫
の
折
で
あ
る
が
、
実
現
に
向

け
努
力
を
続
け
た
い
。

5
日
㈹
　
ポ
ス
ト
三
期
対
策
に
つ
い

　
て
知
事
と
市
長
会
、
町
村
長
会
代

　
表
者
懇
談
会

　
水
田
農
業
確
立
対
策
〔
ポ
ス
ト
三

期
対
策
）
及
び
食
糧
管
理
制
度
の
運

営
改
善
の
大
綱
骨
子
が
示
さ
れ
る
。

内
容
が
示
き
れ
て
最
も
感
じ
た
こ
と

　
　
こ
れ
は
米
づ
く
り
を
含
め
た
国

の
農
業
政
策
の
基
本
的
転
換
だ
と
い

　
米
を
つ
く
る
、
流
通
に
の
せ
る
と
一

い
う
こ
と
は
、
農
業
者
の
問
題
で
あ
｝

る
と
同
時
に
、
す
ぐ
れ
て
行
政
的
な
一

課
題
で
あ
る
。

　
幸
い
に
本
市
で
は
地
区
ご
と
の
地
一

域
農
政
推
進
協
議
会
を
結
成
し
、
ま
、

た
全
体
の
「
自
石
市
農
政
推
進
協
議
「

会
」
の
設
立
を
み
て
い
る
。
今
後
官
民
一

一
体
と
な
っ
て
、
本
市
の
明
日
の
農
・

業
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
㍗

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

7
日
㈹
在
宅
心
身
障
害
児
者
X
マ
ス

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

在
宅
心
身
障
害
児
者
の
ク
リ
ス
マ
ス
、

会
が
、
一
足
早
く
青
少
年
ホ
ー
ム
で

開
か
れ
た
。
ハ
ン
デ
f
を
負
い
な
が
・

ら
も
明
る
く
生
き
る
人
た
ち
に
敬
服
F

す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
の
諸
君
の
健
闘
を
祈
る
。

8
日
㈲
第
一
一
百
二
十
二
回

　
　
　
　
市
議
会
定
例
会
開
催

　
第
二
百
二
十
二
回
市
議
会
定
例
会
．

の
議
案
は
主
に
各
会
計
の
補
正
予
算

で
あ
る
が
、
な
か
で
も
公
共
土
木
施
．

設
、
農
林
業
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧

費
が
三
億
五
千
七
百
万
円
と
目
に
つ

／
㌔　

行
政
の
第
一
の
目
的
は
市
民
の
安

全
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
方
々
に
心
か
．

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
に
努
力
す
る
こ
と
．

を
誓
う
。

8

メ

欝簸

．
騨

“
”
詑

鳩
噂％

9：◆◆
％話題を追って　　　噸・：　　：や：㌔　：・：。：◆・‡◆：・

ではジングルベルをみんなで歌いましよう」　　　　rこの本、おもしろいネ！」
12月16日　八宮荘クリスマス会　　　　　　　　　　12月11～13日　「手づくり絵本J作品展示　図書館

12月21日　白石市国民年金中央研修会　　　　　　　　　11月21日　県営崖原子かんがい排水事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工記念碑除幕式

函ガ、欺艶騨滋酋、．、．』難調鰍．．ご

感

ミ
ρ
　
　
　
　
　
　
　
合

畜
　
　
　
　
響
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

鍔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協

、
　
　
渕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
式
出

　
　
　
　
ら
ぺ
卑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
柿

鬼
一

細
羅

　
　
　
》
，
’
　
難
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
小
日

　
　
　
　
　
　
　
」
　
と
ーo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
さ
月

　
　
　
，
ノ
　
　
　
　
　
　
る
1
2

　
　
レ

　
　
　
　
　
　
コ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　11月26日　白石郵便局記念植樹式益岡公園

騨，襲
、

向
｝

‘
、

－
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『
も
う
か
り
ま
す
』
に
ご
用
心

ね
ら
っ
て
い
ま
す
悪
徳
商
法

　
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の
増

加
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
は
販

売
方
法
が
多
様
化
し
、
複
維
化
し
て

い
ま
す
。
矛
、
れ
に
と
も
な
い
契
約
を

め
㌧
、
る
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
が
後
を
断

ち
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
o

①
）
『
短
期
間
に
小
さ
な
元
手
で
大
き

　
な
利
益
、
、
絶
対
に
も
う
か
り
ま
す
』

　
　
　
　
　
…
…
…
〈
先
物
取
引
〉

②
『
安
全
、
確
実
で
高
利
回
り
、
元

　
金
保
証
、
利
息
は
雑
所
得
扱
い
で

　
節
税
で
す
』
…
〈
抵
当
証
券
取
引
〉

③
『
値
上
り
問
違
い
な
し
、
転
売
も

　
引
き
受
け
ま
す
』
：
〈
会
員
権
商
法
〉

④
『
話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
な
い
？

　
友
だ
ち
を
紹
介
す
る
だ
け
で
高
収

　
入
』
…
…
〈
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
〉

⑤
『
五
年
後
に
は
必
ら
ず
笹
上
り
し

　
ま
す
。
そ
の
時
に
は
買
い
房
し
ま

　
し
ょ
う
』
…
…
…
：
〈
原
野
商
法
〉

⑥
『
優
良
株
を
ア
ド
ベ
イ
ス
し
ま
す
。

　
持
株
の
診
断
も
し
ま
し
ょ
う
』

　
　
　
　
　
…
…
〈
投
資
顧
問
業
V

（
⑦
『
家
に
い
な
が
ら
、
だ
れ
で
も
簡

　
単
に
収
入
が
。
趣
昧
と
実
益
を
か

　
ね
て
…
』
…
…
：
：
入
内
職
商
法
〉

⑧
『
銀
行
の
金
利
よ
り
ゲ
ー
ン
と
有

利
。
現
物
を
リ
ー
ス
に
出
せ
ば
…
』

　
　
…
…
人
現
物
ま
が
い
商
法
〉

轡艦
陶
．
㌧
一
噺

一
麹

　
あ
の
手
、
こ
の
手
を
使
っ
て
近
づ

き
、
言
葉
巧
み
に
も
う
け
話
に
誘
い

こ
み
、
消
費
者
か
ら
カ
ネ
を
ま
き
あ

げ
る
　
　
こ
れ
が
悪
徳
商
法
で
す
．

悪
徳
業
者
に

つ
け
入
ら
せ
ぬ
た
め
の
五
ヶ
条

一
、
「
ノ
ー
」
と
言
え
る
初
め
の
勇
気

　
こ
そ
が
肝
心
。

二
、
う
ま
い
話
は
、
全
て
こ
わ
い
話

　
と
考
え
ま
し
ょ
う
．
．

三
、
ふ
と
こ
ろ
具
合
、
話
す
も
の
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
、
印
鑑
押
す
な
・
金
出
す
な
、
ま

　
ず
家
族
に
相
談
。

五
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

　
消
費
生
活
相
談
室
へ
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。
a
伽
二
一
一
一
内
線
一
二
七

今年1年の交通安全

蓼
』

喰
蝦

　
　
麗
㌃
イ

　
　
　
　
バ

　
　
　
　
．
”
’

　
　
　
＾
．
《

　
両
　
　

ゐ
　
ン

　
毎
年
七
十
万
人
が
　
　
　
　
　
し
合
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
．
こ

　
　
　
　
　
車
の
犠
牲
に
　
　
の
チ
ャ
ン
ス
に
、
お
互
い
が
日
ご
ろ

　
へ
－
や
国
民
の
二
入
に
一
八
が
運
転
交
通
安
翁
に
つ
い
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

免
許
証
を
持
ち
、
家
庭
や
職
場
に
は
　
に
気
を
つ
け
て
い
る
か
、
ど
う
す
れ

車
が
あ
ふ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
ば
事
故
に
遭
わ
な
い
で
す
む
か
を
話

し
か
し
、
便
利
で
快
適
な
車
も
、
そ

れ
を
操
る
人
に
よ
っ
て
は
凶
器
と
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
現
に
、
毎
年
七

十
万
へ
近
く
の
へ
が
車
の
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
車

社
会
か
ら
逃
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
い
か
に
車
と
共
存
し

て
い
く
か
は
、
…
八
一
入
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
、
事
故
を
未
然
に
防
げ
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

反
省
を
込
め
た
話
し
合
い
を

　
正
月
は
、
家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
っ

て
、
今
年
皿
年
の
抱
負
や
計
画
を
話

し
合
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
お
父
さ
ん
、

ミ
ニ
・
バ
イ
ク
利
用
者
と
し
て
の
お

母
さ
ん
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

と
し
て
の
お
子
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
立
場
か

ら
話
題
を
持
ち
出
し
、
ど
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

日
ご
ろ
の
反
省
を
込
め
て
確
認
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
正
月
だ
け

で
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
機
会

あ
る
」
と
に
交
通
安
金
に
つ
い
て
話

し
合
う
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
は
、

家
族
の
き
ず
な
を
強
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

小
原
温
泉
（
⑨

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
古
湯
は
源
義
経

の
家
臣
で
あ
っ
た
常
陸
坊
一
母
尊
が
発

見
し
、
自
分
で
入
浴
し
効
果
を
確
か

め
た
う
え
、
ヘ
ヤ
に
「
こ
の
湯
は
諸

病
に
効
，
・
が
、
特
に
眼
病
に
は
効
果

が
あ
る

、
た
だ
し
油
の
類
を
混
入
し

た
時
に
は
効
果
が
な
：
な
る
」
と
伝

え
ま
し
た
．
リ
ヘ
ん
、
は
こ
の
教
え
を
守

り
、
髪
を
洗
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た

苧
、
う
f
、
す
。
海
尊
は
毎
朝
臼
石
か
ら

入
浴
に
か
よ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
封
内
風
土
記
」
等
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
中
絶
し
永
録
年
間
（
一
五
五

ぺ
－
⊥
へ
九
）
に
再
開
発
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
．
、
佳
沢
山
の
馳
の
白
石
川
畔

に
湧
出
す
る
清
澄
な
お
湯
は
眼
病
や

頭
痛
な
ど
に
卓
効
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
．

新
潟
は
「
刈
田
郡
誌
」
に
よ
れ
ば
、

幕
末
に
発
見
さ
れ
、
そ
、
の
後
洪
水
の

た
め
埋
没
し
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

に
再
興
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
各
旅
館
と
も
館
内
に
風
呂

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
川

沿
い
の
岩
風
呂
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
古
湯
の
湯
壷
は
、
現
在
閉
鎖

さ
れ
で
、
い
る
吊
橋
わ
き
の
野
天
風
呂

だ
っ
た
そ
う
で
す
一
リ

・
泉
質
　
単
純
泉
、
硫
黄
泉

ブ0

大平地区（5名

電　　話

5－8492

5－4512

5－7505

5－6262

4－4725

担当区
　1

2・8
3の1、3の2
4、5、6

　7

3．大平地区（

　氏　　名

佐久間政蔵

鈴木良二
佐久間　あい子

小関すみ江
稔橋高

大鷹沢地区（6名

5－3202

5－2艇7

5－6204

5－9102

5－8860

5－3864

12

3
5
7
9
11

1
2
4
6
8
10

5．大鷹沢地区

三澤嘉鶴子

福田実燐
島貫光弥
佐藤隆男
佐藤よし子

松崎五郎
白川地区（7名

7－2137

7－2147

7－2712

7－2516

7－2243

7－2448

7－2238

1
2
3
4
5
6
7

6．白川地区（

村上勝雄
内海敦子
我妻十三
佐藤好正
飯塚元子
長山さだ子

川村礼子
福岡地区（17名

5－5921

5－3280

5－8725

5－Ol46

5－8302

5－3621

6－3261

5－7353

5－0858

5－8921

4－4032

5－8303

5－5289

4－8023

有　3676

有　3723

4－8304

滝上
滝下
尾箆上原・下原

鎌先・弥治郎

山ノ下・山根

沖

八宮大網・芹沢

西区上・下

南区
東区
北区
三住
蔵王
不忘川原子・沼

7．福岡地区（］

鈴木庄吉
半澤綾子
村上勇推
日下満雄
酒井寛治
立田とみ
佐藤みゑ
日下百人

｝忠室トノ

大野昭二
木須正男
倥藤今朝雄

竹花幸代
佐藤政治
赤沼誠一
佐々木広見

鈴木一二
原地区（9名8

9－2355

9－2053

9－2736

9－2629

9－2269

9－2353

9－2529

9－2311

9－2727

上戸沢
下戸沢
赤井畑
冷清水・大熊・東

塩　倉
中北・猿鼻

新　町
赤坂・湯元

明戸・小久保平

一昭山古

阿　部　八干代

赤井畑　てい子

半沢　實
高橋淑子
半沢かづ子

高橋文男
高橋吉之
大浦吉見

民生児童委員決まる
　昭和61年12月1日付で厚生大臣から次の方々が、

民生児童委員に委嘱されました。

　任期は3年です。生活上のことなどでお困りの方

はお気軽にご相談ください。

，白石地区（26名）

電　　話

5－3893

5－2834

5－346！

5－5551

6－3367

6－3058

6－2302

6－2873

5－4661

5－4514

5－2246

6－2427

6－3065

5－4119

5－2783

5－2065

5－4240

6－3009

5－2644

6－3383

5－2609

5－6627

5－3029

5－3811

6－3630

6－2226

担当区
南　町
田町（北）

田町（南）

本　町
中　町
長　町
亘理町
短ケ町
新　町
西益岡
中益岡
東益岡
清水小路

寿　町
柳町（東部｝

柳町（南部〉

本郷第一

本郷第二
本郷第三（北部）

本郷第三（南部）

本郷第四

鷹ノ巣
鷹ノ巣（寿山）

上郡山
郡　山
小下倉

越河地区‘8名）

8－2738

8－2904

8－2908

8－2658

8－2613

8－2419

8－2537

8－2231

2
5－4585

5－7692

6－2705

6－356！

5－0686

1の一部　2

1の一部　3

　　4

5、6の一部

6の一部　7の一部

7の一部　8

　　9

　10

　民　名
阿部孝亮
佐藤　宏
高橋智恵子
加藤美恵子

徳力紀子
古藤光男
菅野とき
濱田英子
山田はっ
渡辺信有
佐藤セツ
川股兵三
遠藤さよ
甲羽良平
佐藤信子
八島千恵子

安藤芙貴子
菊地ゆき子

宍戸廣乃
荒井光代
吉野芳子
大槻　眸
高橋文雄
日下とみ子

角張ノブ
大場忠輔

2．越河地区‘1

八島とみ子

佐藤忠伶
八島ヤイ

稔橋高

八巻
幸眞津谷

齋川地区（5名

1　・　2

3の一部、4の一部、7～1の一部

3の一部、4の一部

5　・　6

7の1、7の2、8

齋藤正久
東山正孝

3、齋川地区（

半澤幸蔵
二孝橋高

子ナ、
、
、

橋高

ワ、
、
、

勲

佐藤
梶川

ノノ



市
県
民
税
の
申
告
相
談
は

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、
一
月

三
十
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受

付
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

嚇
里
・
を
必
要
と
す
る
人
輔

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
て
昭
和
六
十
］
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
【
該
当
者
】

▽
商
業
、
農
業
、
製
造
業
な
ど
事
業

を
営
ん
で
い
る
人

▽
譲
渡
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子
、

　
雑
収
入
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
人

▽
給
与
を
二
箇
所
以
上
の
事
業
所
か

　
ら
受
け
て
い
る
人

▽
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給
与

　
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て

　
い
な
い
人

▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

　
提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払
報
告

　
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は

月
三
十
日
～

三
月
十
五
日

　
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で

も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理
由

を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
農
業
者
年
金
、
各
共
済
組
合

年
金
等
）
の
給
付
を
受
け
て
い
る

　
人跡

申
告
に
必
要
な
も
の
隔

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

▽
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

収
証
書
ま
た
は
、
こ
れ
ら
が
確
認

　
で
き
る
も
の

▽
医
療
費
の
受
領
書

▽
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書

▽
印
鑑

…
所
得
税
の
申
告
幽

　
所
得
税
の
申
告
相
談
は
大
河
原
税

務
署
よ
り
指
定
日
の
通
知
さ
れ
た
方

以
外
は
各
会
場
で
受
付
け
し
ま
す
。

　
納
税
者
が
昭
和
六
十
一
年
中
に
得

た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を

計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を
精

算
す
る
も
の
で
す
。

　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
給
与

所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
。

年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
入
は
、
確
定
申
告
を
し
な

い
と
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税

金
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
税
金
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、
二
月
十
四
日
以
前
で

も
税
務
署
で
は
申
告
書
を
受
付
け
て

い
ま
す
か
ら
早
目
に
申
告
し
て
還
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
義
務
対
象
者
に
は
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
初
め
て

の
方
は
税
務
署
ま
た
は
市
税
務
課
の

窓
口
か
ら
用
紙
を
受
け
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

ノ2

　　　　昭和62年度
市県民税申告納税相談日程表

　　責寸象iテ政［三及び巨寺間

午煎9：00～工1：00　午後1：0（1～4：00

譲渡所得者

地区及び申告会場曜
日

月日

市役所大会議室金地区金13り

1区，2区，3区

4区，5区，6区，7区

4詑区，5区，6区

1区，2区，3区，

4－1区

1区，2区，9区

大晦沢地区の「葉
たばこ」事業者

1区，2区

3－1区，3－2区，

4区，5区

大能，東。塩倉，中北

猿鼻，新町，赤坂、湯元

1区

区4区0
白

譲渡所得者

越‘i　　の営業，事業，

特列　　除たはこ1

8区，9区，10区

斎川全区の営業，事業，

特殊掴（除たばこ1

7－1区，7－2区，8区

大曜沢全区の宮業，事業，

特殊畑1除たばこ112区

3区，4区，5区

6匠，7区、8区，
ユ0区，11区

大平全区の冨業，事業，

特殊畑（含たばこ1

6区，7区，8区
越河地区の「葉た
ばこ」事業者

斎川地区の「葉た
ばこ」事業者

上戸沢，下戸沢，

赤井畑，冷清水
呵戸，小λ保平，小厚隻区の冨

婁，事婁，棒殊嗣1占た：fこ1

白川全区の営業，事業，

特殊佃1含たば二1

3区，5区

月ワ！ウ

公　民　館越　1可大舜
D

水4

斎　川ホ5

金6

大晦沢土ρ
f

月9

火10

大平木12

金捻．

越河

斎　月

土王4

小原周16

火17

白　III水13

木19

亀上，尾箆一
、1・

底
屯

市役所大会議室福岡翁2臼

6区，7区Fr　月土21

酪農事業者
（福岡全上［⊃

福岡全区の呂飛，事業，

特殊畑1言たばこ1

沖，芹沢

川原子，不忘，蔵王

鎌先，弥治郎，大
潤，八宮．山ノ下

上原，下原，山根

公　民　館福岡月23

穴24

水50自、
〆

ワ
一

西区上三住，西区下館民公谷深木26

北区南区，東区金27

所得税の確定申告

　大河原税務署より日時指定された方
　の申告相談日ですっ

市役所大会議室全地区月つ
一翫

火3

水4

自石地区の営業，事業，特殊・順1含たばこ1向　石木『
冒

南町，本町，中町，長町田田丁金6

倉下イ土〔
’

自石市税務課指定事業者申告日金地区用9
亘理町，短テ町，新町，

荷水小路，寿町

西益岡，中益岡，東益岡

仰旧丁白石1り

巣騰水11

オ’　1，本郷2，本郷4本郷3†12

郡山上郡山

上記日程に申告で
きなかった方

上記日程に申告で
きなかった方

血13

土11

月1『

　事業者及び農業の特殊畑事業者〔きゅうり、大根、葡花、養蚕、

、しいたけ、いちご、たばこ等1の方は、で昆准の緩和上、指定日時
申告にご協力くださ1．㌔

主）営業

　　酪農

　　での

◎
麟
8
⑦
鴎

症
ら
入
リ
オ
ム
レ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甘
難
講
菰
、
か
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ラ
ラ
イ
パ
ン
に
残
り
の
サ
ラ
ダ
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ベ
タ
ー
を
入
れ
て
中
火
で
熱
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
に
ら
1
把
（
鵬
9
）
、
た
ま
ね
ぎ
％

個
、
ピ
ー
マ
ン
ー
個
、
ト
マ
ト
小
1

個
（
励
9
）
、
卵
4
個
、
サ
ラ
ダ
油
大

さ
じ
2
、
塩
・
こ
し
ょ
う
少
量
、
砂

糖
・
酢
・
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
4

【
作
り
方
】

①
に
ら
は
3
㎝
長
さ
に
、
た
ま
ね
ぎ
・

　
ピ
ー
マ
ン
は
約
1
㎝
角
に
切
る
。

　
ト
マ
ト
は
皮
を
湯
む
き
し
、
種
を

　
取
り
除
き
約
1
㎝
角
に
切
る
。

②
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
瑳
を
熱
し
、
た

　
ま
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
に
ら
、
ト

　
マ
ト
の
順
に
入
れ
て
妙
め
、
軽
く

　
塩
・
こ
し
ょ
う
を
ふ
り
か
け
る
。

③
を
い
っ
ぺ
ん
に
流
し
入
れ
、
底

亀
母

　③　　②
②ボ塩マまサ取
がウ・ トねラり”
でルこのぎダ除
きにし肌頁、享由き1
た卵よにピ大約五
ら4う入1さ11混個をれマじcmネ
ぜをふてン1吉角1
る割り妙’をに1
。りかめに熱切1
　ほけ、らしる
　ぐる軽”Q禾
　しQくトた　1

　〈ご存知ですか

　　獅パみ誘ギー

「
欝
、
へ

　
畠
　
　
　
　
況
㎎

　
　
　
　
釣

砦　卵1こを食べると　卵は中位1こを食べても、他の食品より蛋白質・脂肪・

　　　　　　　　　　　カルシウム・鉄・ビタミンA・ビタミンB2が、表のよ

　　　　　　　　　　　うにたくさん含まれています。

ビタミンB

　　mg

O，24

ビタミンB

　　㎎

0．04

ビタミンA

卜∪

320

　
か
ら
大
き
く
混
ぜ
て
火
を
中
火
以
◇

　
下
に
し
、
ふ
た
を
し
て
半
熟
程
に

　
焼
き
、
フ
ラ
イ
返
し
で
返
し
反
対

　
側
を
焼
く
。

⑤
砂
糖
、
酢
、
し
ょ
う
ゆ
を
な
べ
に

　
入
れ
て
熱
し
、
片
く
り
粉
の
水
と

　
き
（
同
量
の
水
で
と
く
）
を
入
れ

　
て
と
ろ
み
を
つ
け
＠
に
あ
ん
を
か

　
け
る
。

鉄
㎎

0，9

糖質
　9

28

肪
g

脂

0．5

蛋白質

　　9
5．6

需加

6．2

エネ1畔L

　kcc9

8．1

卵50g
　の

栄養価

乗　不足しやすい鉄・ピタミンA・ピタミンB2

　をとるのに，卵ほど有力な食品は少ないです。

恥　ただし，コレステロールが卵黄に多いので、

　コレステロール値の高い人は、2日に1こにと

　どめます。しかし敬遠して卵をすべて禁ずるこ

　とは，総合的にみて良くありません。

需　特に蛋白質は、リジン、メチオニンなどの必

　須アミノ酸が揃った完全食品です。消化吸収も

　良く、赤ちゃんから老人まで、だれにも適した

　食品です。

砦　卵黄のレシチンは、蛋白質と結び付いて脂肪

　を乳化させ、肝臓の脂肪を取り去る働きがあり

　ます。メチオニンとともに卵は肝臓を丈夫にし

　ます。

一医食同源一

σ

消費生活モニター調査結果
調査日：昭和61年12月1日　臼石市

考備

、
つ
　
　
ツ

よ
　
一
フ

し：
　
一

目
　
タ

品
バ

昇
上
法
プ、重油

下降晶目二小麦粉、

牛乳、プロパンガ

ス、灯油、レギュラ

ーガソリン、車堅ギ由

横ばい品目：砂糖、

サラダ油、食パン、

マーガリン

対前月価格比

　　　一％

　　　3．5

1．8△

1，3

1．0

△

2．4

1．0△

△11，1

△10．6

△1．0
△0．9
　1．O

前月平均価格

　　　273円

　　　258

　　　396

　　　222

　　　152

　　　199

　　　229

　　　382

　　　150

　　　211

　　4，736

　　　457

　　1，600

　　5，400

　　　898

　　　913

　　　116

　　　78

　　　61

平均　値
　　　　273円

　　　　267

　　　　396

　　　　218

　　　　152

　　　　199

　　　　226

　　　　386

　　　　150

　　　　216

　　4，686

　　　　457

　　1，600

　　5，400

　　　　798

　　　　816

　　　　115

　　　　　72

　　　　　62

最　低　値

　　　　258円

　　　　250

　　　　335

　　　　188

　　　　150

　　　　185

　　　　188

　　　　375

　　　　118

　　　　150

　　4，450

　　　　450

　　1，500

　　5，000

　　　　730

　　　　738

　　　　115

　　　　　70

　　　　　60

最高　価
　　　　288円

　　　　300

　　　　445

　　　　240

　　　　170

　　　　230

　　　　260

　　　　410

　　　　180

　　　　248

　　5，000

　　　　500

　　1，700

　　6，000

　　1，130

　　1，150

　　　　118

　　　　　89

　　　　　65

　　　銘柄・規格

上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　7009

薄力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30c皿・長さ20m

10㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪（洗髪を含む〉

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　18の

（配達料込み　18ゼ）

1ε　　　現　　　　金

14　　　現　　　　金

1ε　　　現　　　　金

贔　名
1，砂　 糖

2．しょう油

3，サラダ油

4，小麦粉
5．食パン
6．マーガリン

7．牛　乳
8．バター

一
バ

「ペユ
聖
聖
！

ぐ
甲
丁9

10．ラ　ッ　プ

11．プロパンガス

12．カレ㎞ライス

13，理　髪　料

14．パーマネント材

才由15．灯

16。レギュラーか川ン

17，軽　　　油

18，A　重　油

13



耐
心
を
こ
め
て

　
　
和
紙
人
形
を
作
り
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
し
ん
さ
ん
（
8
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
清
水
小
路
1
0

　
趣
味
で
作
り
は
じ
め
た
和
紙
の
ヒ
ナ
人
形
を
市
内
の
子
ど
も
た
ち

の
施
設
な
ど
に
贈
り
続
け
、
現
在
は
ひ
な
ま
つ
り
に
飾
る
ヒ
ナ
人
形

の
製
作
に
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
る
斎
藤
し
ん
さ
ん
は
、
な

ん
と
8
4
歳
〃
一

　
自
己
流
で
す
ー
と
謙
そ
ん
し
ま
す
が
見
ご
た
え
の
あ
る
日
本
人
形
、

ヒ
ナ
人
形
、
貝
人
形
、
ふ
く
ろ
も
の
な
ど
な
ど
…
…
。
見
る
人
の
心

を
な
ご
ま
せ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
折
紙

や
ヒ
ナ
入
形
作
り
の
好
き
だ

っ
た
斎
藤
さ
ん
は
、
八
人
の

子
ど
も
を
育
て
、
内
孫
も
大

穐

萄

き
く
な
っ
た
二
十
年
前
か
ら
、
本
洛

的
に
自
分
で
工
夫
し
た
和
紙
入
形
の

製
作
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　
真
心
込
め
て
作
っ
た
へ
形
は
、
親

　
　
　
　
　
　
元
を
離
れ
、
公
立
刈

　
　
　
　
　
　
田
綜
合
病
院
の
ベ
ッ

ド
ス
ク
ー
ル
で
療
養

し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
慰
め
る
た
め
、

十
年
前
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
毎
年
贈
り
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
．
ま

た
斎
藤
さ
ん
は
、
自

分
も
入
っ
て
い
る
「
清

水
小
路
老
人
ク
ラ
ブ
」
（
四
十
五
入
）

の
会
員
に
も
「
お
互
い
に
長
生
き
し
、

ま
し
ょ
う
」
と
、
キ
メ
細
か
な
か
わ

い
い
人
形
を
贈
り
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
考
え
た

り
の
完
全
な
自
己
流
で
は
ず
か
し
い

の
で
す
が
…
…
」
「
足
が
弱
く
な
り
あ

ま
り
外
に
出
ら
れ
な
い
の
で
頭
と
指

の
運
動
を
兼
ね
て
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
は
三
月
の
ひ
な
ま
つ
り
に
飾
る

ヒ
ナ
人
形
を
作
っ
て
い
ま
す
」
と
斎

藤
さ
ん
。

　
材
料
の
和
紙
は
子
ど
も
や
孫
た
ち

な
ど
姻
せ
き
の
へ
た
ち
が
買
っ
て
き

て
く
れ
る
そ
う
で
、
そ
れ
が
何
よ
り

も
う
れ
し
い
て
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
製
作
し
た
体
長
二
十

四
セ
ン
チ
の
和
紙
人
形
は
約
千
五
百

体
に
も
な
り
ま
す
「
．
趣
味
で
入
形
を

作
り
た
い
と
い
う
人
た
ち
は
、
斎
藤

さ
ん
の
親
切
な
指
導
の
も
と
上
達
し
、

銀
行
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
作
品
を
展
示

す
る
な
ど
し
て
へ
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
昌
、

　
ま
た
斎
藤
さ
ん
の
娘
さ
ん
は
、
図

書
館
で
手
づ
く
り
絵
本
の
講
師
と
し

て
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
た
ち
を
指
導

し
て
お
り
、
創
作
意
欲
の
お
う
盛
な

親
子
で
す
．
、
．

　
わ
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元

』
気
い
っ
ば
い
に
、
か
わ
い
い
和
紙
へ

形
を
作
り
続
け
て
く
だ
き
い
．
、

　
昨
年
十
一
月
末
、
伊
豆
大
島
の
三

原
山
が
大
噴
火
を
お
こ
し
て
一
時
は

全
島
民
が
避
難
離
島
す
る
さ
わ
ぎ
に

な
っ
た
。
わ
が
国
は
火
山
国
だ
け
に

こ
れ
か
ら
も
二
の
種
の
灸
害
は
起
る

可
能
性
が
高
い
。
わ
が
蔵
王
山
も
「
休

火
山
」
だ
な
ど
と
恪
付
け
さ
れ
、
お

と
な
し
い
火
山
だ
と
思
わ
れ
て
い
る

が
、
い
つ
な
ん
ど
き
活
動
を
始
め
る

か
は
わ
か
ら
な
い
。
歴
史
的
記
録
が

始
ま
っ
て
か
ら
で

も
現
在
ま
で
約
四
　
　
　
　
ノ

O
回
ほ
ど
の
大
小

の
火
山
活
動
を
起

し
て
い
る
。
と
く

に
江
戸
時
代
に
な

っ
て
か
ら
は
活
動

記
録
も
詳
し
く
な

っ
た
。
元
和
六
年

二
六
二
〇
）
か

ら
始
ま
り
寛
永
二

年
二
六
二
五
）

に
終
っ
た
活
動
は

コレ
“アコし

ギ“
ユ

嬉
ヂ鎌

が
焼
け
た
．
そ
の
た
め
片
倉
家
は
藩

命
で
、
刈
田
岳
山
頂
に
移
し
て
お
宮
を
．
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ノ

再
建
し
た
．
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
y

夏
か
ら
始
ま
っ
た
噴
火
は
三
年
間
続

い
た
．
、
ぢ
釜
東
南
、
五
色
岳
の
火
口

丘
に
か
け
て
九
つ
の
噴
火
口
が
見
え

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
先
般
の
三

原
山
の
裂
け
目
噴
火
と
同
じ
で
あ
ろ

う
。
藩
で
は
出
入
司
（
重
役
）
が
藩

主
代
参
と
し
て
登
山
、
山
神
を
祀
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
慶
応
一
一
一
・

　
　
　
　
　
　
　
年
（
一
八
．
六
七
）

　
　
　
　
　
　
　
夏
、
お
釜
が
沸
と

（
2
1
）

最
大
で
あ
っ
た
。
降
灰
と
硫
黄
分
を

含
ん
だ
泥
流
で
刈
田
・
柴
田
両
郡
は

大
被
害
を
受
け
た
，
初
代
藩
主
政
宗

は
当
時
来
仙
し
て
い
た
咀
国
へ
中
国
）

の
将
軍
王
翼
と
、
九
男
で
村
田
三
万

石
の
領
主
伊
達
宗
高
の
二
人
に
登
山

さ
せ
山
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
よ
う
祈

願
さ
せ
た
・
つ
い
で
元
禄
七
年
二

六
九
四
）
の
と
き
の
噴
火
で
熊
野
岳

頂
上
に
祀
っ
て
あ
っ
た
蔵
王
権
現
社

蔵王山噴火

ま
ケ）

年
続
1、

川
の
魚
爾
が
死
に
、

灰
で
大
被
童
口
を
受
け
た
。

を
並
べ
て
も
こ
れ
だ
け
あ
る
。
火
山

活
動
の
周
期
は
五
十
年
、
百
年
単
位

で
お
こ
る
の
が
普
通
。
噴
火
は
忘
れ

た
こ
ろ
に
や
っ
て
．
、
る
。
秀
麗
て
静

か
な
山
も
い
つ
山
神
が
怒
り
出
す
か

わ
か
ら
な
い
（
、

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

う
し
噴
出
物
が
流

れ
出
し
峨
か
温
泉

が
埋
没
、
こ
の
附

近
に
い
た
人
夫
四
・

人
が
泥
流
に
呑
ま

れ
て
死
ん
だ
が
詳

細
は
わ
か
ら
な
緊
．

景
後
の
活
動
は
明

治
二
七
年
二
八

九
四
）
夏
か
ら
始

・
た
活
動
で
、
白
石

　
円
田
地
方
は
降

　
　
　
主
な
活
動

イ
ド
ル

ヲ
皿而家

　
凹

がわ

佐久間達也ちゃん（大平）

　励さん、寿美子さんの長男

　ママからひとこと

　“素直で明るい子に育ってネ

　　「パン工場の見学」

　　　しまぬき　たけし（大鷹沢小2年／

　
の

した
葎
鷺

わ
　　　　　　　　　　碧　　　　　　鰻

轡ア

建搾

／
、

ゐ

　
　
　
オ

、み　
　
　
　
　
　
－
－
，
｛

曳
、
　
駅

〆
ゲ・

ノ

　　　　　　　　｝ 〆　し噌　　　芦

　　　　　　　　㌣・　　「一㌧’　ノ

　　　　「まほうつかいのパーティー」

　　　　佐藤　誠芳（白一小3年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

柴
折
戸
に
秋
の
陽
は
さ
し
足
許
の
つ
は
ぶ
き
の
葉
に

打
ち
水
の
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

水
害
に
あ
い
し
荷
物
を
片
付
け
て
亡
夫
の
セ
ー
タ
ー

い
で
て
胸
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

身
障
の
子
を
持
ち
長
く
病
む
友
に
思
い
馳
せ
つ
つ
便

り
し
た
た
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

商
ひ
の
苦
難
の
路
を
ひ
た
す
ら
に
生
き
来
て
吾
も
七

十
七
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

新
米
の
届
き
し
と
云
ふ
娘
の
電
話
静
か
に
雨
の
窓
濡

ら
す
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

検
診
の
列
の
な
が
き
に
並
び
居
て
順
番
を
待
つ
こ
こ

ろ
揺
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

紅
葉
の
枝
を
手
折
り
て
壷
に
さ
す
湯
宿
の
部
屋
の
午

後
は
明
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

水
屯
み
し
庭
池
の
鯉
鮮
か
に
寄
れ
ば
素
早
や
く
口
開

け
で
、
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

夕
焼
け
て
北
風
荒
ぶ
茜
空
塒
求
め
て
群
れ
ゆ
、
・
・
鴉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

久
び
さ
に
帰
省
の
息
子
と
の
語
ら
い
に
心
和
み
ぬ
秋

深
き
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

　
　
　
　
「
評
」
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
二
ざ
い
ま
す
．
．

　
　
　
今
年
も
皆
様
の
御
健
詠
を
祈
り
ま
す
．
、
一
．
首
目
お
茶

　
　
　
の
習
事
に
か
か
わ
る
三
菅
の
な
か
か
ら
選
ん
だ
、
茶

　
　
　
室
に
通
ず
る
柴
折
戸
を
あ
け
打
ち
水
さ
れ
た
庭
の
足

　
　
　
も
と
の
つ
は
ぶ
き
の
葉
に
秋
の
陽
が
及
ぶ
静
か
な
落

　
　
　
着
い
た
伶
晶
で
あ
る
．
．
枝
折
戸
、
柴
折
戸
と
は
竹
ま

　
　
　
た
は
木
の
枝
を
折
り
か
け
て
つ
・
・
、
っ
た
簡
単
な
押
し

　
　
　
開
き
戸
の
こ
と
．
、
二
首
目
「
あ
み
か
け
の
亡
夫
の
セ
ー
タ

　
　
　
ー
」
で
あ
っ
た
か
あ
み
か
け
が
無
く
て
も
』
気
持
ち
は

　
　
　
通
じ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

寒
き
夜
の
間
違
い
電
話
午
前
二
時
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
　
（
評
）
寒
夜
に
、
け
た
た
ま
し
い
電
話
が
か
か
っ
て

　
　
　
き
た
．
．
午
前
二
時
の
深
更
で
あ
る
が
、
誤
り
の
う
ら

　
　
　
め
し
い
電
話
で
あ
っ
た
。

三
百
の
大
根
漬
け
て
子
沢
山
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
（
評
〉
稲
刈
り
が
す
ん
で
、
ほ
っ
と
†
る
間
も
な
，
、

　
　
　
大
根
を
引
き
、
大
恨
を
漬
け
る
の
で
あ
る
，
大
勢
の

　
　
　
子
供
だ
け
に
農
家
は
三
百
本
も
讃
け
て
冬
に
備
え
る
．

若
武
者
は
蕾
の
多
き
菊
八
形
　
　
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
（
評
一
今
年
も
菊
の
シ
ー
ズ
・
ノ
に
入
り
、
菊
人
形
展

　
　
　
が
各
地
で
は
じ
ま
る
．
，
は
し
め
の
う
ち
は
、
若
い
武

　
　
　
者
ば
か
り
て
は
な
い
か
、
ど
れ
’
羽
の
蕾
て
飾
ら
れ

　
　
　
て
い
る
。
可
瞬
な
汁
の
蕾
が
苦
k
者
ら
し
い
D

旅
先
に
出
会
い
別
れ
や
秋
桜
　
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

秋
深
く
青
根
の
湯
宿
風
荒
ぶ
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

瀬
の
音
と
紅
葉
の
風
に
寝
ま
り
け
り
　
佐
藤
　
周
子

赤
ト
ン
ボ
通
学
の
子
の
肩
に
ふ
れ
　
　
勅
使
瓦
令
造

老
母
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
時
雨
く
る
　
鈴
木
　
民
子

ど
う
だ
ん
の
赤
一
色
に
咲
き
燃
ゆ
る
　
岡
崎
　
澄
子

大
根
を
干
せ
ば
辺
り
は
冬
め
き
ぬ
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
◎
一
厨
定
例
会
は
一
月
二
十
五
日
⑱
鈴
木
ミ
ー
ト
で
、

　
　
　
新
年
初
旬
会
を
催
し
ま
す
．
鈴
木
貞
二
選
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★自石駅からのお知らせ
●臨時列車運転

　12月31日から1月1日にかけて、

初詣臨時列車を次により運転しま

すのでご利用ください。なお、詳

しくは、白石駅にお尋ねください。

●「初詣・初売りフリーキップ」

　の発売について

　ことしも「初詣・初売りフリー

キップ」を次により発売します。

断然、お得ですのでぜひご利用く

ださい。

〉期間　昭和61年12月31日～62年

　　　　1月3日まで

レフリー区間　白石から小牛田、

　利府、古川、作並、石巻、女川、（新

　幹線：白石蔵王～古川）までの

　区問

〉発売額　大人1，000円小児500円

※フリー区間の乗り降りは制限し

　ません（何回乗り降りしてもか

　まいません）。

下

り

上

り

白石駅の時間

23：22→

2：46→

4：30→

2：40→

4：08→

5：17→

糸冬着・女台発馬尺とH寺問

松　島0：40（仙台0：12）

小牛田4：47（仙台3：43〉

小牛田6：10（仙台5：20）

仙　台 1：51

仙　台 3：18

仙　台 4：27

運転日

12月31日

1月1日

☆詳し1、・’キ擦相談を

　　　　　　　受りた1．㌔芳

　仙台弁護士会で、次のような各

種の法律相談が行われています。

家庭問題、不動産、賃貸借、サラ金

などの法律問題でお困りのときに

は、法律の専門家である弁護士の

相談を受けるようにしましょう。

○一般1シ去律ホ目言炎

　　　　　毎週月曜日から金曜日

○離婚法律相談　　　毎週水曜日

○消費者問題法律相談毎週月曜日

》相談時間　午前10時～午後4時

　　　　　　（受付は3時まで）

〉†目言炎＊斗　5，000円

〉場所　仙台弁護士会館　仙台市

　1番町1丁目7番20号　グラン

　ドメゾン片平3階（仙台高等裁

　判所向かい〉ao22－223－1001

たばこは市内で買いましょう〃

禽愚動軍の緯蛋・整爾・登録の闘

　1、、省で i重は「樋否・整備iの番ノ

　車検の手続き、内容等の自動車

の検査に関すること、整備の料金

に関することや転居、使用者変更

時等の登録手続きについての問い

合わせ、苦情、相談は「検査・整

備110番」へどうぞ。

〔検査・整備110番〕

　仙台市五輪1丁目3番15号

　運輸省東北運輸局整備部

　溶022－295－7617（内線147）

薪ゼ醗㍑

　　．　疇

ブ7

團隆1衝室裳衝『嘗募集

一今、ぼくらは青春を駆け走る一

〉応募資格　18歳～25歳

〉身分　特別職国家公務員

〉給与（12月ベースアッブ以前の額）

　（！1初任給月額107．400円

　（2）ボーナス（合計4．9ヵ月分）

　（3）任期満了手当2～3年で、

　　406，000円～918，666円

〉厚生関係　衣、食、住（無料支

　給または貸与）

〉応募の相談　市役所市民課また

　は地方連絡部大河原事務所

　盈0224－53－2185へどうぞ。

翻汀外ハヂヌタール体験
　参加看募莫
　働）国際青少年研修協会では、諸

外国との青少年の交流を促進し、

共同生活・共通体験を通じて、相

互の交友関係を深めるとともに青

少年の国際性のかん養に資するこ

とをねらいとし、春休みに中・高

生のためのミ海外ハイスクール体

験モ事業を実施します。

1〉期間　3月20日嚇～4月5日（日）

〉派遺国。アメリカ（オレゴン洲60名〉

・オーストラリア（メルボルン15名）

・ニュージーランド（ウエリントン15名）

〉主な内容　同年代の生徒の家庭

　に滞在し、一緒に学校へ通う体

　験学習、交流行事ほか。

＞応募資格　中1～高3の男女生徒

〉参加費・アメリカ　326，000円

。オーストラリア　　　366，000円

・ニュージーランド　358，000円

・共通経費　　　　　　20，000円

レ募集締切　1月31日〔七

＞事前・事後研修　3月7日・8日

　及び4月25日・26日国立オリン

　ピック記念青少年総合センター

※問い合わせ・申込みは、財）国際

青少年研修会〒160東京都新宿区四

谷2－11大村ビル謄03－359－8421へ。

公民館だよ到
』ア蔵／二、払，仁は簡奪な解箸「デ’

　二とし大人の仲聞入りをする方

セの成人式を次により行います。

〉日時　1月15日（†1午前ll）時～

》会場　白石市中央公民館

　　　テ春囲碁・将棋大粧

　　中央公民館の主催で次により行

　います。ふるってご参加ください。

　レ日時　昭和62年2月1日（印

　　　　　　　　午前9時開始

　＞会場　白石市中央公民館

　〉会費　1人1，000円（昼食代等）

　　ただし、中学生以下は500円

・〉参加対象　市民

　〉試合方法　囲碁・将棋の部とも

　　段級別によるリーグ戦

　〉申込み1月24日（土ぽで申込書に

　　記天のうえ、会費を添えて中央公

　　民館にお申し込みください．（申

　　込用紙は、中央公民館にあります）

　※詳し1は、中央公民館費4－5377、

　　6－2453にお間い合わせください，、

一働く婦人の家一
魏手編卸翌

　この冬は、あったか一い手編

のセーターですごしましょう！

〉期日　1月14日（水）・！9日（月）・28

　　　日（水）の3回で仕上げます。

お　　　　　　　　　ゴラ

慧　 嶋

【

1

　現在、図書館では日曜日を除き

1月曜日から土曜日まで開館して、

1市民のみなさんに利用していただ

1いておりますが、お勤めの関係な

ど様々なことで平日の利用ができ
1

ず、日曜日の開館を希望する方が
ド

1多いと思います。
　

1　4月からは、次のように全日曜

日も開館しますので、ご家族そろ

間
員
費
師
し

時
定
会
講
詳

〉
〉
〉
〉

9時30分～12時
21）名程度

1、Ol）0円（毛糸代は別途）

大槻順子先生

は働1婦人の家
豊5－5095／＼

4月から日曜日も
　　　　　　　　　　　開館しますガ

って、より一層図書館をご利用く「

ださい。

》日曜日開館　全日曜日（ただし、

　10月1日から10月10日、年末年

　始の間の日曜日は休館）

〉開館時間　午前10時～午後4時1

＞業務内容図書の貸し出し、返i

　却図書の受領のみ行います。

　　　1月・2月は気今年から何かはじ

　　めたい鳶あなたへ

1　　　　趣味へ入門の特集です
、若い人から熟年まで余暇を楽し　ツなど）を揃えました。暮らしに

むさまざまな趣味の入門書（文学　うるおいと色どりをそえる楽しみ

絵画、書道、陶芸、楽器、スポー　の読書にお役立てください。

l

l子ども室では
レ

…　　ミ不思議の世界ミがテーマです

1　鬼、魔女、魔法使い、怪奇物語　いの本をあつめてみました。

1など不思議で面白いことがいっぱ　　ご家族でご利用ください。

★図書館のお手伝いの方募集
1　4月から日曜日も開館するので
1特に定年退職された方などで図書

館にご理解があり、本に愛着をお

i持ちの方でボランティア的に図書

の貸し出し業務のお手伝いできる

i方を募集します。

i〉勤務場所　白石市図書館

1〉勤務内容　午前9時30分から午

　後4時30分、毎月約2回の日曜1

　日、図書の貸し出し、返却受領1

〉人員　2名　　　　　　　　i
〉連絡先　白石市図書館魯6－30041

　にご連絡ください。　　　　　！

〉その他　お礼（薄謝）を差し上

　げます。なお、2名決定次第締1

切ります。
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、叢』レら世∵』1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市役所の甑：在下聖艦

羅　　i攣、ど脚側▽
費5r21“簿表〉』一・一㌃師市空脚聯鉱一

国民年金
国炭年金の支払い月か

　　　　　　　　変わも、壕す

　国民年金の通算老齢年金の支払

い月が、昭和62年2月から、これ

までの年2回16、12月）が年4

回（2、5、8、11月）に変わり
ます，＝、

　昭和62年2月の支払い分は、昭

和61年12月から昭和62年1月まで

の2ケ月です。

　昭和62年5月の支払い分からは

それぞれの支狂、い月の前月までの

3ケ月分力ご支払われることになン）

ます。ただし、これまでの老齢年

金の支払い月は、　（3、6、9、

11月）で変わりません。

　詳し1は、市民課国民年金係に

お問い台わせください。

62年2月から

　　支払い月が変わります

　適防団出召試引q二民旧

　　号・…、／．・牧嶋干前ξ11二1

　昭和62帯臼石市消防団の出初

式を1月4日に開催します、，当

日は午前8時に＋イしンが吹鳴

されますのでお知らせします。

⑰一斉放水（自石川）午前8：41）

o市内バレード　　午前9110

畢早期発還り胃か，好．寺ゴ

　　　　2月23繭㎏3月ノ目
・対象　40歳以上162年3月末日現在）

・検診場所　白石市健康七ンター、

　越河・自川・小原各地区公民館

。検診料　1，600円（70歳以上無料、

　　　　　39歳以下4、400円〉

・申込み期限　1月20日㈹

。申込み先　白石市健康センター

　内保健衛生課または各事務連絡

　所に直接あるいは電話でお申し

　込みください。

肇身体障讐：者「アー計プ戴セ・、’

　骨躁津訓練言、蜜会について

　コンヒ。ユーケー”寺代に士寸処す・ミ

くワードプロセッサ操作講習会を

開催します。電動タfプラfケー

講習会での操作訓練により操作技

術、表現能力の向上が見られるこ

とから、さらにワードプロセ・ノサ

を操作することにより、社会に適

応し、機器操作の基礎的能力の向

上を図っていくとともに、在宅福

祉の向上を目的としています，，

〉日時　昭和62年1月30日（金）～2目

　1日（日）、2泊3日、午後2時まで集台

〉場所　宮城県心身障害者福祉セ

　／　々一

レ申込み　昭和62年！月17Er（上ぽ

　で市福祉事務所曾5－2111（内線

　155）へお申し込み1ださい。

レ主催　働宮城県肢体不自由児協

　　　　会宮城県

ノ9

　　総務課
：毎償市建言董工事1調　、、、、識

；τ1、ク、厩瀬ぜi∫も．の

　　　　　　　受紺につ1、幾

　市では、昭和62・63年度におい

て発注する建設工事、コ）廿1しヶ

ント等の競争入札参加申込みの受

f寸を」欠により行㍉、、ます。

レ受付期間昭和62年2月16日1月1か

　ら同月末日まで〔日曜日を除1）

〉受付時間平日：午前9時～11

　時30分、午後1時～4時

　土曜日＝午前9時～11時30分

〉受付場所市役所3階第三会議室

※必要書類等の詳しいことについ

ては、市総務課総務係費5－2111（内

線322）へお問い合わせ1ださい。

垂行政区長の変更

　12月1日付で福岡大網行政区長

に、小室忠一さんが委嘱されまし

たので、お知らせします。

蚕宮城県身体障署者福祉協会白石

　支会新年会のおしb，せ

　次により新年会を開催します

会員の家族、一般の方々の参加を

歓迎いたします。

〉日時　1月ll日旧1午前10時30分

＞場所　白石市老人福祉七ンター

〉会費　2，1）00円

レ申込み　1月8日まで市福祉事

　務所岱5－2111（内線155）へ。

電話加入権の
　　　　　公売について

　市税の滞納処分による電孟筋

人権の公売を1月下旬頃実施す

る予定です　公亮日時・場醗、

公売電話加入権数、公売価額等

については、1月中旬に市役所

前の軸示板に公売の公告を1．ま

すので、購入希望者はご覧くだ

　なお、詳！》くは市役所税務課蕾

理1凱取係姪5－2111　〔r11線！43、

144）1こ‡．10『　もi翁・童rせ　1だ三さしも。

排水設備等工事責任技術者
　　　　　　　資格試，験を受けられる方へ

　　市の公共下水道もいよいよ昭和

　63年4月に一部供用開始となりま

　す。これに伴t，｝排水設備等工事

　責任技術者資格試験を近1実施い

　たします。この試験を受ける予定

　の方は次の講習会を必らず受講し

　てください。なお受講されなかっ

　た場合は受験資格を失います。

　レ日時：2月16日（月）

　　　　　　受付　8時～9時

　　　　　　言薄言義　　9目寺～17日寺

　　　　　2月17日（大）

　　　　　　講義　9時～12時

・〉場所：白石市役所大会議室（4階）

囹第2回小・中・高生仙南

　　　かるた競技選手権大会
〉日時　昭和62年1月6日（火）

　　　　午前11）時～午後5時

＞場所　白石市中央公民館

》テキスト代　3．500円〔当日持参

　　　　　　　のこと）

〉受講資格

　11腐等学校（旧制中学校を含む）

　　卒業以上の学力を有し、給排

　　水工事の設計又は施行に3年

　　以上の経験を有する者。

　（2）引き続き5年以上給排水工事

　　の設計又は施行に従事・した経

　　験を有する者。

（3）その他、市長が前2項と同等

　　以上の資格があると認める者。

＊駐車場が狭いので車での受講は

　ご遠慮ください。

〉競技方法　トーナメント方式

レ会費　無料（ただし昼食持参）

〉申込み　当日9時30分まで会場

　で受付けます。

〉主催　仙南かるた同好会

産業別最低賃金が改正されました
　宮城県内の産業別最低賃金が、

昭和6！年12月25日より次のように

改正されました。

　詳しくは、宮城労働基準局賃金

課岱022－221－6111（内線231～235）

または最寄りの労働基準監督署に

お間1、、台わせください。

　適用範囲の特例

O次の方については産業別最低賃

　金の適用か除外され、宮城県景

　低賃金（1日3，333円、1時間417

　円）が適用されます。

（⊃18歳未満または65歳以上の方

②雇入れ後3月未満の方で技能習

　得中の方

③主として清掃または片付けの業

　務に従事する方

※最低賃金額には、精皆勤手当、

通勤手当及び家族手当の3手当は

算入されないことになっています。

最鱈賃金の件鼠

産
業
別
最
低
賃
金

食料品・飲料・飼料製造業

最低賃金

木材・木製品・家具・装備

品製造業最低賃金

機械・金属製品等製造業及

び自動車整備業最紙賃金

卸売・小売業、飲食店茸砥

賃金

最低　賃金額
日

3，600円

3，699円

795円

515円

時間　額

450円

463円

475円

440円

効力発生

年月日

6！．！2．25

61．12．25

61．12．25

61．12．25

e
「

ザr　　i類1」’・∈1

丑　勇　1雪　・1　勇　曽　勾　O　引　醒　“　自　皿　ヨ　」

官公庁だより
　09」謂雪廼ヨ』翌現自罎　・3」

粛1月1凋停目（噛の日
　警察では、1月10日を「110番の

日」と定め犯罪を見たり、被害に

遭ったりした時や、交通事故を起

こした時などの110番利用を呼び

かけています。

　　110番の上手なかけ方

O何が（喧嘩です、事故です）

○いつ、どこで

○現場の目標（OO商店前など〉

○ケガヘの有無、伏態

○犯人の特徴、人数、車使用の場自・

　は、車種、塗色、ナンバーなど

○あなたの住所、氏名、電話番号

歯郵便局からのあ，顧1．、

　年末年始には、多数の学生アル

バイトが郵便の配達をいたします

ので、次の点にご協力ください。

1．毎年飼犬に噛まれる事故が起

　きています。郵便受から離れた

　場所につな1，、でください。

2．表札や郵便受がないと配達で

　きない場含があります。ぜひこ

　の機会につけてください。

3，シャソ々一が1、まっていて年

　賀状を配達できない場含もあり

　ます。郵便受口を設けて1だきい。、

☆退職自衛官他省無判織業紹介所

一企業の発展に退職自衛官を…一

　退職自衛官は

○団体生活で培われた指導力と協

　調｛生に富んでいます。

0強い責任感と根性があります。

○体力・気力を身につけています。

○年齢は任期制隊員が20歳～25歳、

　定年退職者が53歳～54歳です，

レ連絡先　退職自衛官仙台無料紹

　介所（仙台市本町1丁目3番地

　9第6広瀬ビ7し3階鐙022－227－

　2610）または、自衛隊船岡駐屯

地援護七ンケー岱022－455－2301

こコ1二ゆ ブ8
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　クロスカントリー大会開かる

　11月23日、福岡地区に沿いて断
郊大会が開かれ380名が元気にゴ
ールイン。第一位は次のとおり。
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1撚幸雄

、嘆辺あさみ

八，島薄一

‘度1丑弥生

3噛翻干

　好
30代男子

　な子

禧木　醸40代男子

菅野小百台50代男子

当真嗣商6岨IU一男子

k野疎実高校男子

庄司　厳

沼1章節生

矢ノ目八蔵

日下購

綴駅覇鷹癒叩

利　　在宅障害児者クリスマス
で
　　　在宅心身障害児者のケリスマス
す会が12月7日、青少年ホ＿ム1こお
o

　　いて開かれました。参加者たちは
　　ボランティアサークル「っくし」
　　の歌やゲームに大はしゃぎ。
　　昼食は「つくし」特製カレーライ
　　ス。「来年も楽しみにしていま～す」

、響1騒、騨…

悶
．
超

瓢
墨

自動血圧計のご利用を／

　健康センター入口右側に自動血
圧計が設置されました。

　腕を入れるだけで、誰にでも簡
単に測れます ，

　健康管理のためどうぞご自由に
ご利用ください。

鍾

休日急患当番医
月　　日

1／1
2
3
4

11
15
18
25

内 科

柿崎医院1512210
亘理医院（5）8501
大沼医院⑥2502
広瀬医院（5）1238
三1甫クリニック　‘5）6854

柿崎医院（5♪2210
刈田病院（5）2145
亘理医院（5｝8501

外 科

刈田病院15壌145
宮城医院15尼062
銭谷医院15）2010
加藤（大）医院　〔612653

堤　 医　 院（6）1181

斎藤医院（511222
刈田病院（5）2145
朝倉病院（5珍101

1
“

’r

※都合により変更になる場合もあります。

談
　　　（1月分）

エ
L
ヤ
オ
G
げ
季
｝
、
饗
㌧
写

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

談相活生

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

14

14

14

14

5・26

14

14

　
　
金

14

週
依

　
毎
月

リオン

16・29
ニホン
　23

14

14

9

　
　
金

4
　
木

1
週
応

　
毎
肝

時間

10：00～

　12：00

10＝00～

　15100

10二〇〇～

　15100

10100－

　15100
10＝OO～

　12100

9＝30－

　15；00

10130～

　15＝00

10＝00～

　15100

13：00～

　14：00
10：00－

　11：00

10：00～

　15100

10：00～

　15100

10100～

　15：00

9＝00～

　17100

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
階
　
　
一

4
　
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇用
差別待遇間題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の
困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売
買に関する税金、法
人の税金などの相談

買物苦情、消費生活
一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人間関係や
異性との問題等で悩
んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の
生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

支
ψ
即
り
f
』
『
に
は
十
力
｝
，
藍
澤
「
二
び

」
峠
¶
二
一
毛
汐
｝
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